
日医発第 1235号 

令和 5年 10月 6日 

 

都道府県医師会長 殿 

                        公益社団法人日本医師会 

                             会長 松本 吉郎 

     （公印省略） 

 

ハーバード大学 T.H. Chan公衆衛生大学院 

武見国際保健プログラム設立 40周年記念シンポジウムのご案内 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素より、本会国際活動にご理解を賜り厚く御礼申し上げます。 

ご高承のとおり、武見プログラムは、1983 年に武見太郎元日本医師会長の名を冠してハ

ーバード大学 T.H. Chan 公衆衛生大学院に設立された、中堅の専門家および研究者のため

の研究・高度研修プログラムです。これまでに、世界 61か国から 323名（内日本人 68名）

のフェローを輩出し、その国際的ネットワークは世界中に広がっております。 

本年、当プログラムが設立 40年周年を迎えることから、シンポジウムを下記内容にて開

催する運びとなりました。 

つきましては、貴会より 1名の先生を本会負担にてご招待いたしたく存じますので、是

非ご参加くださいますようお願い申し上げます。 

また、貴会内から多くの先生方にご参加いただきたく存じますので、会員の先生方への

ご周知とご参加にもご配慮を賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

1. 会議名： ハーバード大学 T.H. Chan 公衆衛生大学院武見国際保健プログラム設

立 40周年記念シンポジウム－デジタルヘルス: 地域医療にとっての機

会と課題－ 

2. 日時： 2023 年 11 月 11 日（土）午後 1 時～5 時半 

  ※ シンポジウム終了後に 3 階小講堂にてレセプションがございます。 

3. 場所： 日本医師会館 大講堂 

4. 申込締切：2023 年 10 月 20 日（金）まで 

5. 申込方法：日本医師会国際課宛に E メール（jmaintl@po.med.or.jp）でお申込みく

ださい。 

※ 参加無料、同時通訳付 

※ お問合せ：日本医師会国際課 Email: jmaintl@po.med.or.jp／Tel: 03-3942-6489 

 

以上 



1 

 

ハーバード大学T.H. Chan公衆衛生大学院 

武見国際保健プログラム設立40周年記念シンポジウム 

－ デジタルヘルス: 地域医療にとっての機会と課題 － 

 

次 第 

 

全体進行：今村 英仁 日本医師会常任理事 

（武見フェロー／TF 1999-2000） 

13:00 開  会 

 歓迎の辞： 松本 吉郎 日本医師会長 

 来賓挨拶  

 

 

13:15-13:40 基調講演１ 座長：角田 徹 日本医師会副会長 

 

13:15-13:25 講演１：デジタルヘルス：世界の潮流 

 後藤 あや 福島県立医科大学総合科学教育研究センター教授 

                     （TF 2012-2013） 

 

13:25-13:40 講演２：武見プログラムの明日への期待 

 マイケル・ライシュ ハーバード大学T.H. Chan公衆衛生大学院武見国際

保健プログラム名誉教授 

 

13:40-14:00  基調講演２ 座長：今村 英仁 日本医師会常任理事 

 医療DXと日本医師会 

 長島 公之 日本医師会常任理事 

 

14:00-14:15  休憩 

 

14:15-15:30  第１部：複合危機の時代におけるデジタルヘルス 

  座長：中村 安秀 日本WHO協会理事長（TF 1996-1997） 

 

14:15-14:30 講演１：社会的共通資本とデジタルヘルス 

 近藤 尚己 京都大学大学院医学研究科社会疫学分野主任教授 

（TF 2006-2007） 
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14:30-14:45 講演２：健康格差とデジタルヘルス 

ジューワン・オウ ソウル大学医学部教授、韓国（TF 2008-2010） 

14:45-14:50 コメント１：  占部 まり 宇沢国際学館代表取締役 

14:50-14:55 コメント２：  田沼 順子 国立国際医療研究センター エイズ治療・研究 

開発センター医療情報室長（TF 2014-2015） 

       14:55-15:30 パネルディスカッション 

 

15:30-15:45  休憩 

 

15:45-17:05 第２部：デジタル時代の共生とジェンダー 

座長：髙橋健太郎 滋賀県医師会副会長 

15:45-16:00 講演１：ポストコロナの共生社会 

山本 太郎 長崎大学帯医学研究所国際保健学教授（TF 2002-2003） 

 

16:00-16:15 講演２：デジタル時代の共生とジェンダー 

マリレン・ダンギラン サルブリス医療センター外部顧問、ビセンテ・

L・ダンギラン記念クリニック共同管理者 

フィリピン（TF 1998-1999） 

16:15-16:20 コメント１：  大石 明宣 愛知県医師会理事 

16:20-16:25 コメント２：  岡本 真希 日本医師会ジュニアドクターズネットワーク 

（JMA-JDN）国際担当役員 

16:25-16:30 コメント３： ローティン・リン    中国医薬大学公衆衛生学院労働安全衛生 

学部助教授、台湾（TF 2015-2016）  

16:30-17:05 パネルディスカッション 

 

17:05-17:15  武見フェローからの提言 

① 武見プログラムの果たす国際保健への貢献の再確認 

ジェシー・バンプ ハーバード大学T.H. Chan公衆衛生大学院武見国際保 

健プログラム事務局長、国際保健政策講師 

（TF 2009-2011） 

② 武見フェローから日本医師会へのメッセージ 

 

17:15   閉会の辞：神馬 征峰 東京大学名誉教授（TF 2001-2002） 

 

 

17:30  レセプション （3階小講堂） 


